平成25年度　第８回大阪府河川整備審議会　議事要旨
	平成26年1月27日（月）
平成25年度　第9回
大阪府河川整備審議会
	参考資料

1


日　時
：平成2５年1２月１６日（月）18:00～20:15
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長、下村委員、曽和委員、多々納委員、田中丸委員、中谷委員、道奥委員
計７名（欠席：石田委員、中嶋委員、福田委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 大和川水系石川ブロックの河川整備計画（原案）について
○取水堰や落差工がある箇所での魚道の設置について、石川本川と支川で記載内容に差があるが、河川管理者として支川でも基本的には実施するのか。基本的には支川においても生物が行き来できるような対策を実施し、どういう手法が効果があるかを検証すべきと考える。

●石川本川についても魚道が未設置の箇所があるため、石川本川を優先して実施していく。支川については高低差が大きく現段階ですべて実施するというのは難しいが、同時に検討は行う。

○河川環境の整備と保全に関する「目標」と「実施」の項目が混在しているので整理すること。
○川へのアクセスについて、行政側からすると、管理上柵を作るという意図が多い中、「アクセスの乏しい河川では、親水階段等の設置等アクセスの改善を図る」とされており、良い取り組みであるが、安全面で問題はないか。
●地域の声を反映させて箇所の選定を行い、安全対策と利用ルールをあわせて検討する。
○取水堰の操作について、水難事故のイメージ図だけでは住民にとって分かりにくい。水位の情報だけではなく、危険性を周知するような情報があるのならば、そのあたりを詳しく記載すべき。
○石川本川と支川について時間雨量50ミリ程度の定義で、本川40ミリ、支川51.5ミリと大きな差があるのはなぜか。また、支川をその他河川と記載すると、大阪府内のその他の河川と誤解を招くので、注意すること。
●石川本川については流域平均雨量としており、空間分布を持っている。実際には空間によっては50ミリを超えている地点もある。また、支川の記述については修文を行いたい。
○「ミリ」と「ｍｍ」や「Ｂ－Ｃ」と「効果－費用」のように同一内容で表現が異なる記載があるので統一すること。
○河川整備計画（変更原案）について、委員意見を踏まえて修正を行い、委員に確認の上、住民意見聴取に進むこと。
(2) 淀川水系淀川右岸ブロックの当面の治水目標の設定について
○東檜尾川について、「時間雨量65ミリ程度対策は実質、時間雨量50ミリ程度対策と同等となる」とあるが、説明資料で「効果－費用」は同じ数字となるのではないか（説明資料22、23ページ）。
●23ページの時間雨量65ミリ程度対策の数字は、前回の審議で指摘のあった、時間雨量65ミリでドライアップも考えた実質の時間雨量65ミリのものを参考に示している。

○東檜尾川について、「時間雨量65ミリ程度対策は実質、時間雨量50ミリ程度対策と同等となる」という表現から、費用、効果については同等となるのか。
●同等となる。時間雨量50ミリ対策後に、時間雨量65ミリ程度の降雨で危険度Ⅱが想定されない場合では、時間雨量65ミリ対策と時間雨量50ミリ対策を同じとしている。東檜尾川についても、時間雨量50ミリ対策を実施した後は、これを時間雨量65ミリ程度対策としている。
○今後、当面の治水目標の設定において、原則は河川を別々に評価するが、事業効率が近接する場合や合流点付近に資産が集中する場合等は、必要に応じて、複数河川で浸水域の重ね合わせを行い、最適な組み合わせで評価する必要がある。

○淀川右岸ブロックすべての河川で当面の治水目標について了承。今後、治水手法案について審議を行う。
(3) 淀川水系西大阪ブロック・正蓮寺川ブロック・神崎川下流ブロックおよび二級河川春木川水系の流域の概要について
○水門の閉鎖にはどれくらいの時間がかかるのか。
●水門の閉鎖は30分程度だが、サイレンを鳴動させたり、緩衝チェーンを張ったりする準備を考えると指令から40～50分程度要する。
○地震による防潮堤の沈下があるということだが、水門についてはどうか。
●水門の耐震性の照査について、「地震の揺れ」に対しては、３大水門のうち、尻無川水門でＮＧとなる箇所があるため、早急な補強を実施する。「津波の波力」に対しては、３大水門はもともと高潮対策の施設のため、Ｌ１津波であってもそれを受けた後は水門が上がらなくなる可能性がある。これに対して補強可能なのか、または抜本的な対策をするかを検討しているところ。
○３大水門は実際どれぐらいの頻度で閉鎖しているのか。
●昭和45年に完成して以来、７回閉鎖している。

○地震津波対策に対する基本的な考え方としては、Ｌ２地震動で構造物が沈下等したとしても、Ｌ１津波は完璧に防ぐというもの。
○今後、淀川水系西大阪ブロック・正蓮寺川ブロック・神崎川下流ブロックおよび二級河川春木川水系について委員の現地視察を行った上で、審議を行う。

※　『地震動』と『津波』について、

○地震動：「L2（レベル2）地震動」は、対象地点において現在から将来にわたって考えられる最大級の強さを持つ地震動で、そのうちの海溝型は南海トラフ巨大地震と定義されています。これに対して「L1（レベル1）地震動」とは、構造物の供用期間中に発生する確率が高い地震動と定義されています。

○津　波：L1（レベル1）津波（施設計画上の津波）は、最大クラスの津波（Ｌ２津波）に比べて、発生頻度は高く、津波高は低いものの大きな被害をもたらす津波と定義され、河川管理施設等の整備を行う上で想定する津波としています。

　
と、個々に定義しており、Ｌ１地震動（Ｌ２地震動）に伴って発生する津波を、Ｌ１津波（Ｌ２津波）と定義しているわけではありません。
◎　知事より大阪府河川整備審議会会長へ「淀川水系西大阪ブロック」・「正蓮寺川ブロック」・「神崎川下流ブロック」・「二級河川春木川水系」の河川整備計画についての諮問が行われた。
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